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非行からの立ち直り支援事業について 
 

 
 
１ 目 的 
 
  非行に悩む青少年等の立ち直り支援について、実状に応じたきめ細
やかな支援を行うため、民間団体等と連携した取組を実施する。 

 
 

２ 事業内容 
 
（１）電話相談 
 

 ＮＰＯ法人「非行克服支援センター」に委託して実施してい 
る。非行の問題を抱える青少年や我が子の問題に悩む保護者に 
対し、専門知識を有し、同じ悩みや経験を共有する当事者の立  
場から相談に応じることで、非行からの立ち直りを支援する。 
 

 ・埼玉県在住の方の相談は無料。 
 ・相談日：原則、毎週火・木 午後２時から６時まで 

  ・電話番号：０３－５３４８－７６９９ 
 
             

（２）青少年立ち直り体験交流会 
   

  非行問題等の専門家の講演のほか、非行からの立ち直り経験を 
 持つ保護者等の体験報告等を通じ、非行に悩む本人や保護者等の 
 立ち直りを支援する。 
 
・平成２８年度予定 
 第１回 平成２８年７月２日（土）（さいたま市） 
     テーマ：「大切なのは、つまずき、寄り道、回り道」 
     講 師：藤岡克義氏（広島・「フジゼミ」塾長） 
 
 第２回 平成２８年１０月２２日（土） 
     テーマ：「非行と発達障害」（仮） 
     講 師：富田 拓氏（国立きぬ川学院・医務課長） 
  
 第３回 平成２９年１月    
     テーマ：「地域で支える青少年の立ち直り」（仮） 
      講 師：未定 
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【参考】 
・平成２７年度 
 第１回 参加者：５２人 
     テーマ：｢児童養護施設で育った体験から青少年に伝え 
         たいもの｣ 

       講 師: 坂本博之氏（元日本ライト級チャンピオン） 

           塩尻真由美氏（栃木だいじ家代表） 
 第２回 参加者：８８人 
     テーマ：「ＳＯＳを出せない若い親たち」 

       講 師: 杉山春氏（ルポライター） 
 第３回 参加者：６３人 
     テーマ：見えていますか？女の子たちの「リアル」 
     講 師：仁藤夢乃氏（女子高生ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ Colabo 代表） 
 
 

（３）非行立ち直り支援協議会 
 

 非行少年の立ち直りを支援するため関係行政機関と民間団体（Ｎ
ＰＯ団体等）で構成される協議会を設置（平成２０年４月）し、青
少年立ち直り支援サイトの管理・運営に関する課題や非行立ち直り
支援活動について協議・検討を行う。 
 

  ・構成団体  
   【関係行政機関】 
   さいたま少年鑑別所、さいたま保護観察所、県各関係課所 
  【民間団体】 
   埼玉県ケースリーダー協会、ＮＰＯ法人埼玉県就労支援事業者機 
   構、埼玉県ＢＢＳ連盟、埼玉県保護司会連合会、ＮＰＯ法人コ・  
   ラ・ボ埼玉、若者自立支援センター埼玉（ＮＰＯ法人「育て上げ」 
   ネット）、ＮＰＯ法人非行克服支援センター、「非行」と向き合う 
   親たちの会（埼玉例会）、ＮＰＯ法人就労支援スマイルワーク 
     
    
 
（４）青少年立ち直り支援サイト 
   県ホームページ内に、非行少年や保護者と、関係行政機関、ＮＰ

Ｏ団体等をつなぐ以下の機能を有するサイトを設置し、管理・運営
を行う。 

 
  ・電話相談窓口紹介  非行克服支援センター、少年サポートセン 
             ターなど 
  ・団体紹介      非行立ち直り支援活動等に取り組んでいる 
             団体等の情報を提供 
  ・事例の紹介     非行少年の親の体験や非行少年の立ち直り 
             事例等の紹介 


